
問題 

解決策 

ある飲料メーカーでは、ビールの原料となるモルトを製造しています。モルトの

発芽を促進させるためには室内を冷却・湿潤する必要があります。そのため、モル

トを製造する部屋は年中湿度が高く、黒カビ（クモノスカビ）が発生しやすくなっ

ていました。また、モルトの原料残によるタンパク質汚れも天井などに付着してお

り、定期的に洗浄する必要がありました。

従来は高圧洗浄機を用いて手作業で相応の時間をかけて洗浄していました。しか

し、洗浄後 1週間程度で黒カビが再発生してしまう、また同様の洗浄を要するスペ

ースが複数箇所あるため、衛生面および環境面での洗浄作業の負担が大きい状況で

した。 

電解水生成装置と自動スプレー装置を導入。 

電解水生成装置は多くの黒カビ抑制に有効な次亜塩素酸を含む酸性電解水とた

んぱく質汚れに洗浄効果があるアルカリ性電解水を同時に生成することができま

す。 

自動スプレー装置は、アルカリ性電解水と酸性電解水の散布順や散布量（時間）

を設定でき、タイマーによる定時の自動散布や手動による適時の散布といった使い

分けが可能な仕様。たんぱく質の汚れが付きやすい天井にはアルカリ性の電解水を

散布し、黒カビの発生が目立つ壁面には酸性の電解水を散布します。あらかじめ黒

カビを除去した壁面へ継続的に酸性電解水を接触させることにより黒カビの再発

生が抑制されます。

次亜塩素酸電解水で黒カビ（クモノスカビ）発生を抑制 

洗浄コストの大幅削減 ＋ 衛生環境の改善 

導入前 導入後 



 

効果 

製 品 紹 介 

PathoSans酸性電解水 カビの除去、抑制に効果を発揮 

従来は人手による高圧洗浄機での黒カビ除去や天井の洗浄作業に、人件費だけ

で年間数百万円かかっていました。 

酸性電解水とアルカリ性電解水の定期的な自動散布を繰り返すことにより、黒

カビの発生が抑制され、たんぱく質汚れの固着を減少させることができたため、

洗浄作業の頻度と作業量を大幅に削減。作業者の負担を軽減するとともに、黒カ

ビやたんぱく質汚れが少ない環境を維持しやすくなり、衛生面の大幅な改善を実

現することができました。

1スペースあたり：洗浄時間 3h、人件費 2,500円/h、洗浄頻度：4回/月 

3h×2,500円/h×4回×12か月＝360,000 円/年 

➡年間 1スペースあたり 36 万円の削減と衛生環境の改善

次亜塩素酸電解水で黒カビ発生を抑制 

水と塩のみを原料として、電気分解によっ

て生成される除菌用の酸性電解水。香料や

化学薬品を含まない、環境にやさしく安全

性に配慮した製品です。ウイルスや細菌に

有効な次亜塩素酸を主成分とし、一般的な

除菌に用いられている次亜塩素酸ナトリウ

ムと同等以上の除菌効果を得られます。

食品工場の黒カビ抑制やオフィスの清掃作

業、共用スペースの除菌など幅広い用途で

ご使用いただいております。

たんぱく質汚れなどに洗浄効果の高いアル

カリ性電解水「PathoClean」もございます。 

電解水生成装置「PathoSans」 

水と塩のみを原料として、電

気分解によって除菌効果を

有する酸性電解水と洗浄効

果を有するアルカリ性電解

水を同時に生成。 

酸性は pH4.5～6.5、有効塩素

濃度 200ppn 前後。アルカリ

性は pH11 前後の電解水を生

成します。 

生成水量が異なる２タイプ

があり、電解水の使用量に応

じてお選びいただけます。 
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SDGs(Sustainability Development Goals:持続可能な開発目標)は、2015 年 9

月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030 のアジェンダ」

に記載された 2030 年までの国際目標です。17 のゴール・169 のターゲットから

構成されており、国や企業に対し活動要請されています。当社は事業活動を通

じて SDGs の達成に向け貢献します。 

打合せ、テストのご相談等、最寄りの営業所までお問い合わせ下さい。

www.spray.com/ja-jp/

ノズルメーカーならではのノウハウを活かし、現場環境に最適なノズルの選定から
作業工程自動化のご提案まで、お客様のご要望にお応えいたします。




